
2022年度　津田塾大学卒業生のキャリア状況等に関するアンケート

2023/3/30
学生生活課作成

調査概要

目的：卒業生の本学における学修成果や卒業後の就業状況をもとに、教育の成果や効果を検証し

今後の教育の質の改善につなげていく。

方法：GoogleFormsによる回答
対象：2019年度、2020年度　学部卒業生
調査期間：2022年8月31日（水）〜2022年9月22日（木）
解答率：

卒業年度 依頼人数 回答数 解答率

全体 1,444件 260名 18.0%

2019 656件 123名 18.8%

2020 788件 137名 17.4%

調査項目：

【1】身につけることができたと思う学習・能力・スキルについて（単一回答）
【2】大学生活において特に「身につけたほうがよい力・能力」（単一回答）
【3】在学中の学習・経験について

1）卒業後の生活において「役立っている」大学在学中の学習・経験（単一回答）
2）津田塾大学での学習や経験が卒業後に活かされていると感じること（自由記述）

【4】卒業後のキャリアの状況について（単一回答）
1）大学へ報告した卒業後の進路
2）卒業後就職した職業の継続状況
3）卒業後の進路に対する満足度
4）本学に対する「現在」の評価

【5】大学の教育の質の向上について意見（自由記述）

回答者属性
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調査結果

【1】身につけることができたと思う学習・能力・スキルについて（単一回答）

在学中の学習や経験を通して、「身につけることができたと思う学習・能力・スキル」について、以下

の項目で最も該当するものを選択してください。

　「1.幅広い知識・教養」「2.所属学部・学科・専攻の専門科目の学習」「4.正確で信頼できる情報を収
集する」「6.問題を解決する力」「15.責任感を持ってやり遂げる力「19.新しいことを学び続ける力」に
ついては全学科で８割以上が「そう思う」「ややそう思う」と回答した。

　一方で「3.外国語運用能力」「8.数字やデータに基づいて物事を考える」「11.効果的なプレゼンテー
ションができる」「12.異文化や異なる背景を有する人々に対する理解力」「17.PCの操作、情報ツー
ルを用いる力」については学科の学びの特徴を反映した回答となった。
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【2】身につけたほうが良いと思う能力

本学で学ぶ学生が特に身につけたほうが良いと思う能力について、もっとも該当するものを1つ選択
してください。

【3】在学中の学習・経験について

1）卒業後の生活において、大学在学中の学習・経験でもっとも「役立っている」と感じるものを1つ選
択してください。
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【4】卒業後のキャリアの状況について

1）大学へ報告した卒業後の進路
2）卒業後就職した職業の継続状況
3）あなたの卒業後の進路に対する満足度をお答えください
4）本学に対する「現在」の評価をお聞かせください。卒業後、津田塾大学での学びや経験にどの程
度満足していますか
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以上
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